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　病気の治療や栄養確保などのため、自宅へ

退院してからも、胃ろう（お腹に通したチュ

ーブから栄養を摂る）や、痰吸引、酸素療法、

バルンカテーテル（尿の管）など、医療的な

処置、管理が継続して必要な患者様を対象に、

当院では退院時共同カンファレンス（退院時

共同指導）を行っております。

　このカンファレンス（会議）は、入院中の

主治医、専任の退院支援看護師、病棟看護師、

リハビリ療法士、医療ソーシャルワーカー等

と、自宅で医療や介護を担う、訪問診療の医

師、訪問看護師、訪問薬剤師、介護サービスの担当者、ケアマネジャーなどが集まり、

患者様の病状や治療の経過を共有するとともに、退院したその日から入院中と同じケ

アが受けられるようにすることを目的に、開かれています。

　今回は、自宅へ退院後も、胃ろう、痰の吸引、日常生活全般の介護が必要な85歳男

性の事例をご紹介します。このカンファレンスは、病院側及び在宅側合わせて14名が

集まり、新型コロナウイルスの感染予防に配慮し、病院の広い講堂で、窓を開けて換

気を図りながら開催しました。

　先ず、病院主治医と看護師が病気になってから現在までの経過について説明を行い、

それに対し、訪問診療の医師や看護師、薬剤師から質問を受け、次いで介護サービス

担当者から生活ケアの内容、医療ケアに使用する物品の確認、ショートステイや福祉

用具などの詳細、活用できる社会資源の利用方法などが、詳しく打ち合わせされまし

た。患者様ご本人は参加できませんでしたが、ご家族が2名同席、ケアマネジャーが

傍らでカンファレンスの流れを説明しながら、退院後の不安が少しでも和らげられる

よう努めました。

　患者様は、5月末、家族の待つ住み慣れた家へ退院し、退院した日から福祉用具で

整えられた療養環境で、訪問診療や看護を受けながらの生活が始まっています。

　今後も、私たち医療ソーシャルワーカーとケアマネジャーは、多職種との退院時共

同カンファレンスを通し、在宅生活を希望する方の退院支援及び居宅介護支援を、切

れ目なく提供できるよう、更に取り組んで参りたいと思います。

　 　在宅医療や介護のことで、分からないことがあるときは、遠慮な

くご相談ください。
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　新型コロナウイルスの感染予防が継続されるなか、インフルエンザを予防する季節が

近づいて来ました。

　今回は、双方の感染症の症状を、ぽかぽか編集委員がインターネットより情報検索し

掲載いたしました。あくまで一般的な情報としてご覧いただきたいと思います。

　新型コロナウイルス、インフルエンザの感染症を防ぐため、『新しい生活様式』、

特に３つの密（密閉・密集・密接）を常に意識し、こまめな手洗いやアルコール消毒、

マスク着用を心がける生活を送りましょう。

　日ごとに秋も深まり、木々の色づきが鮮やかな季節と

なりました。

　今号のぽかぽかは、「退院時共同カンファレンス」と、

「新型コロナウイルスとインフルエンザの比較」につい

て掲載させていただきました。

　引き続きこまめな手洗いや3密を避ける習慣、インフ

ルエンザ予防接種など、できる対策を

しっかり取り、これから迎える冬に備

えましょう。

（脇田・山野・高島・中莖）
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